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ひきこもり支援における関係機関の連携の促進について（依頼） 

 

 

いわゆる「ひきこもり」状態にある者については、内閣府の調査において、15

歳から 39 歳までで 54.1 万人（平成 27 年 12 月調査）、40 歳から 64 歳までで 61.3

万人（平成 30 年 12 月調査）と推計されている中、国においては、厚生労働省を

中心に、自治体におけるひきこもり支援の体制整備に取り組んでいるところであ

る。 

ひきこもり状態に至った背景や現在置かれている状況は当事者やその家族に

よって様々であり、当事者が希望する社会参加等の方法もまた様々であることか

ら、ひきこもり支援に当たっては、個々の当事者の状況に応じた寄り添う支援に

つなげることができるよう、如何に多様な支援の選択肢を用意できるかが最も重

要であると考えられる。 

その具現化に当たっては、都道府県や市町村（特別区を含む。）の保健福祉関係

部局を中心に、当該自治体内の他の関係部局、他の自治体の関係部局、各府省の

地方支分部局等の行政機関に加え、民間団体、民間企業、ＮＰＯ法人等の地域の

社会資源が、官民の枠を超えて広く連携・協働することが必要であり、それらの

関係機関の連携・協働によって、地域の特性を活かした多様な選択肢を持つ支援

体制の構築が期待できるものと考えられる。 

国においては、上記のような自治体における関係機関が連携・協働した支援体

制の構築に資するよう、厚生労働大臣政務官の下に、ひきこもり支援に関係する

各府省の担当部局を招集の上、「ひきこもり支援に関する関係府省横断会議」（以

下「関係府省横断会議」という。）を開催して、各府省の施策の情報共有や、先進

自治体の取組に関するヒアリングを実施し、自治体における関係機関の効果的な

連携・協働に向けた方策について議論を進めてきたところである。 

今般、関係府省横断会議の取りまとめとして、令和４年度概算要求におけるひ

きこもり支援関連施策をまとめるとともに（別添１）、自治体における取組の検討

に資するよう、ひきこもり支援に先進的に取り組む自治体の事例について紹介す

る（別添２）。また、自治体における支援体制構築に当たっての留意事項について、

下記のとおりまとめたので、併せて通知する。 

貴職におかれては、福祉行政と他の行政分野や地域の社会資源との有機的な連

携・協働について配意いただき、効果的なひきこもり支援体制構築の推進に向け

て、よろしくお取り計らい願いたい。 

また、都道府県におかれては管内市町村（特別区を含み、指定都市及び中核市

を除く。）へ、都道府県教育委員会・指定都市教育委員会におかれては管内市区町

村教育委員会並びに所管の学校及び関係機関へ、附属学校を置く国立大学法人及
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び公立大学法人におかれては附属学校へ、独立行政法人国立高等専門学校機構並

びに高等専門学校を設置する地方公共団体、公立大学法人及び学校法人におかれ

てはその設置する学校へ、構造改革特別区域法（平成 14 年法律第 189 号）第 12

条第１項の認定を受けた地方公共団体におかれては認可した学校へ本通知を周知

するとともに、それぞれの周知先での取組の促進について、よろしくお取り計ら

い願いたい。 

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項の

規定による技術的な助言であることを申し添える。 

 

記 

 

１ 就職氷河期世代活躍支援に係る市町村プラットフォームへの関係機関の参画 

現在、国が進めている就職氷河期世代活躍支援においては、行政機関に加え、

民間団体、民間企業、ＮＰＯ法人等の地域の社会資源が参画するプラットフォ

ームを構築した上で取組を進めているところ、特にひきこもり状態にある者を

念頭に置いた「社会参加に向けてより丁寧な支援を必要とする者」への支援に

当たっては、各市町村（特別区を含む。）に対して市町村プラットフォームの設

置・運営を依頼している。 

この市町村プラットフォームは、官民の枠を超えて広く関係機関が連携・協

働する支援のネットワークの構築を具現化する取組の一つであることから、市

町村プラットフォームの設置・運営に当たっては、２の福祉関係機関と各分野

の関係機関の連携にも留意しつつ、保健福祉関係部局に限らず、教育関係部局、

農林関係部局、商工関係部局、労働関係部局、消費者関係部局等幅広い部局の

参画をお願いするとともに、各部局から関係する民間団体、民間企業、ＮＰＯ

法人等に対し、市町村プラットフォームへの参画を幅広く要請されたい。 

 

２ 福祉関係機関と各分野の関係機関の連携 

（１）福祉関係機関と教育関係機関の連携 

内閣府の調査では、ひきこもり状態になったきっかけのうち、学校での不

登校が約１割となっており、不登校児童生徒の社会的自立に向けた適切な支

援が必要である。不登校やひきこもり支援に先進的に取り組む自治体の事例

にもあるように、教育関係機関と福祉関係機関との連携・協働によるシーム

レスな対応が図られることで、継続性のある効果的な支援体制の構築が可能

になるものと考えられることから、それぞれの自治体の状況に応じた支援体

制の構築について、配意をお願いする。 
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（２）福祉関係機関と農業・商工関係機関の連携 

ひきこもり支援に先進的に取り組む自治体の事例にもあるように、ひきこ

もり支援においては、農家や企業の事業主等の民間事業者の理解と協力によ

り、多様な支援の選択肢を用意することが可能となり、これによって、ひき

こもり状態にある者の個々の状況に応じた寄り添う支援がより可能になる

ものと考えられる。地域の特性を活かした社会資源の開拓は、保健福祉部局

をはじめとする福祉関係機関だけでは対応し難い部分もあることから、農林

関係部局や商工関係部局をはじめとする農業・商工関係機関においては、幅

広い機会を捉えて、民間事業者と福祉関係機関が連携・協働できる支援体制

の構築について、配意をお願いする。 

 

（３）福祉関係機関と就労支援関係機関の連携 

ひきこもり状態にある者が社会参加や就労に至る過程においては、支援の

段階を順調に進んでいく場面だけではなく、当事者の外的・内的な要因によ

って、時には同じ支援の段階に留まったり、支援の段階を戻ったりする場面

もあることが容易に考えられる。福祉関係機関と地域若者サポートステーシ

ョンをはじめとする就労支援関係機関が連携・協働した取組を進めるに当た

っては、こうした支援対象者の特性や状況に十分配意した上で、個々の状況

に応じて継続的に寄り添う支援を行っていただくようお願いする。 

 

（４）福祉関係機関と子供・若者支援関係機関の連携 

   ひきこもり状態など様々な課題を抱える子供・若者やその世帯の支援を重

層的に行うためには、福祉関係機関と、子ども・若者育成支援推進法（平成

21 年法律第 71 号）に基づく子ども・若者総合相談センター及び子ども・若

者支援地域協議会をはじめとする子供・若者支援関係機関が連携・協働した

取組を進めることが重要である。 

子供・若者支援関係機関においては、ひきこもり状態にある子供や若者本

人又はその家族への支援に当たって、自機関だけでは課題解決が困難であり、

福祉的見地から専門的な支援又は継続的な支援が必要と認められる場合に

は、子供や若者本人の意向も踏まえつつ、ひきこもり地域支援センター等の

福祉関係機関につなぎ、当該機関と連携・協働して支援に当たられたい。 

また、福祉関係機関においては、支援対象者である子供・若者又はその家

族に対し、福祉的見地のみならず、総合的な見地からの支援が必要と認めら

れる場合には、子供や若者本人の意向も踏まえつつ、子供・若者支援関係機

関につなぎ、連携・協働して支援に当たられたい。 
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（５）福祉関係機関と消費者関係機関等の連携 

ひきこもり状態にある者のように孤独・孤立した消費者やその家族は、生

活上様々な「不安」を抱えており、その「不安」につけ込もうとする悪質事

業者による消費者被害に遭いやすく、また、自らによる被害回復が困難であ

ると考えられる。そのため、福祉関係機関がひきこもり状態にある者やその

家族から消費者トラブルに関する相談を受けた場合等に消費生活センター

等消費者関係機関や、適格消費者団体をはじめとする地域の消費者団体と円

滑に連携できるよう、日頃からの連携強化をお願いする。 
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令
和
４
年
度
概
算
要
求
に
お
け
る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」
関
連
施
策
予
算

•
地
方
消
費
者
行
政
強
化
交
付
金

2
8
.5
億
円
の
内
数

•
孤
独
・
孤
立
に
起
因
す
る
消
費
者
被
害
の
防
止
・
回
復
促
進
事
業

0
.6
億
円

消
費
者
行
政
分
野
と
の
連
携

•
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

2
.4
億
円

不
登
校
支
援

•
ひ
き
こ
も
り
支
援
推
進
事
業

2
9
.8
億
円

•
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
地
域
社
会
に
向
け
た
普
及
啓
発
と
情
報
発
信

1
.5
億
円

•
ひ
き
こ
も
り
支
援
実
施
機
関
支
援
力
向
上
研
修

0
.4
億
円

ひ
き
こ
も
り
支
援

•
子
供
・
若
者
総
合
調
査

0
.6
億
円

•
子
供
・
若
者
支
援
体
制
の
整
備
推
進

0
.5
億
円

•
子
供
・
若
者
支
援
に
当
た
る
人
材
の
養
成

0
.3
億
円

•
子
供
・
若
者
育
成
支
援
の
た
め
の
地
域
連
携
推
進

0
.2
億
円

子
供
・
若
者
支
援
分
野
と
の
連
携

•
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
農
福
連
携
対
策
）

農
業
連
携
支
援
事
業
、
農
福
連
携
整
備
事
業

普
及
啓
発
等
推
進
対
策
事
業
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
導
入
事
業

1
0
2
.1
億
円
の
内
数

農
林
水
産
分
野
と
の
連
携

•
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
対
策
事
業

0
.2
億
円

精
神
保
健
福
祉
分
野
と
の
連
携

•
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

4
6
.7
億
円

就
労
支
援
分
野
と
の
連
携

別添１
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一
般
市
町
村

ひ
き
こ
も
り
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
仮
称
）

※
２
以
上
の
自
治
体
に
よ
る
共
同
実
施
も
可

《
事
業
内
容
》

①
相
談
支
援
（
窓
口
周
知
）

②
居
場
所
づ
く
り

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

④
家
族
向
け
勉
強
会
・
当
事
者
会
の
開
催

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣

⑥
民
間
団
体
と
の
連
携
活
動

⑦
住
民
等
へ
の
講
演
会
・
研
修
の
開
催

⑧
実
態
把
握

■
人
材
養
成
研
修
事
業

⑪
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

新

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実
と
推
進
（
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
図
）

都
道
府
県
・
指
定
都
市

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

一
般
市
町
村

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

《
事
業
内
容
》

■
セ
ン
タ
ー
機
能

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
２
人
以
上
）
に
よ
る
相
談
支
援
（
窓
口
周
知
）

（
電
話
、
来
所
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
）

②
居
場
所
づ
く
り

③
連
絡
協
議
会
の
設
置
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）

④
家
族
向
け
勉
強
会
・
当
事
者
会
の
開
催

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣

⑥
民
間
団
体
と
の
連
携
活
動

⑦
住
民
等
へ
の
講
演
会
・
研
修
の
開
催

⑧
実
態
把
握

⑨
市
町
村
（
行
政
区
）
・
支
援
機
関
に
対
す
る
後
方
支
援

■
人
材
養
成
研
修
事
業

⑩
関
係
機
関
職
員
人
材
研
修
の
実
施

⑪
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

（
指
定
都
市
）

行
政
区

①
市
町
村
と
連
携
し
た
セ
ン
タ
ー
の

サ
テ
ラ
イ
ト
の
設
置

市
町
村
へ
相
談
支
援
体
制
が
引
き
継
が
れ
る
こ

と
を
前
提
に
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
連
携
し

て
支
援
体
制
の
弱
い
地
域
へ
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
有
期
で
設
置

〔
事
業
概
要
〕

○
補
助
率
：
国
1
/2
、
都
道
府
県
1
/2

○
サ
テ
ラ
イ
ト
の
設
置
は
有
期
（
原
則
２
年
）

○
市
町
村
へ
の
相
談
支
援
体
制
の
移
行
の
際
に
、

市
町
村
の
連
携
の
枠
組
み
を
維
持
し
て
複
数

市
町
村
が
事
業
を
共
同
実
施
す
る
こ
と
も
可
能

《
事
業
内
容
》

■
セ
ン
タ
ー
機
能

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
２
人
以
上
）
に

よ
る
相
談
支
援
（
窓
口
周
知
）

（
電
話
、
来
所
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
）

②
居
場
所
づ
く
り

③
連
絡
協
議
会
の
設
置
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）

④
家
族
向
け
勉
強
会
・
当
事
者
会
の
開
催

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣

⑥
民
間
団
体
と
の
連
携
活
動

⑦
住
民
等
へ
の
講
演
会
・
研
修
の
開
催

⑧
実
態
把
握

■
人
材
養
成
研
修
事
業

⑩
関
係
機
関
職
員
養
成
研
修
の
実
施

⑪
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

都
道
府
県
に
よ
る

市
町
村
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援

②
小
規
模
市
町
村
等
に
お
け
る

体
制
整
備
の
加
速
化
支
援

市
町
村
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
の
実
施
を
惹

起
す
る
た
め
、
支
援
終
了
後
も
市
町
村
が
継
続

し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
財
政

的
に
厳
し
い
小
規
模
市
町
村
等
に
対
し
て
、
財

政
支
援
と
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を
セ
ッ
ト
に

し
た
立
ち
上
げ
支
援
を
有
期
で
行
う

〔
事
業
概
要
〕

○
補
助
率
：
国
1
/2
、
都
道
府
県
1
/4
、
市
町
村
1
/4

［
参
考
］
サ
ポ
ー
ト
事
業
等

国
1
/2
、
市
町
村
1
/2

○
有
期
（
原
則
２
年
）
の
支
援
期
間
終
了
後
、

市
町
村
（
複
数
市
町
村
に
よ
る
共
同
実
施
も
可

能
）
が
事
業
を
継
続
実
施

新

《
事
業
内
容
》

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
下
記
の

事
業
を
任
意
に
選
択
し
て
実
施

①
相
談
支
援
（
窓
口
周
知
）

②
居
場
所
づ
く
り

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

④
家
族
向
け
勉
強
会
・
当
事
者
会
の
開
催

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣

⑥
民
間
団
体
と
の
連
携
活
動

⑦
住
民
等
へ
の
講
演
会
・
研
修
の
開
催

⑧
実
態
把
握

■
人
材
養
成
研
修
事
業

⑪
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

一
般
市
町
村

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

※
２
以
上
の
自
治
体
に
よ
る
共
同
実
施
も
可

都
道
府
県
（
指
定
都
市
）
域

市
町
村
域

後
方
支
援

段
階
的
な
事
業
の
充
実
を
目
指
す

国 ○
地
域
社
会
に
向
け
た
普
及
啓
発

国
が
実
施
す
る
人
材
養
成
研
修

〔
対
象
〕

・
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

・
市
町
村
の
相
談
窓
口
職
員

 ষ

※
２
以
上
の
自
治
体
に
よ
る
市
町
村
事
業
の
共
同
実
施
に
よ
り
、
居
住
す
る
市
町
村
の
窓
口
へ
相
談
し
づ
ら
い
人
も
利
用
し
や
す
く
な
る
。

後
方

支
援

サ
テ
ラ
イ
ト

Ａ
市

Ｃ
村

Ｂ
町

連
携
し
た
事
業
の

立
ち
上
げ
支
援

※
将
来
的
に
、
全
て
の
中
核
市
へ
の

設
置
を
目
指
す

新

新

 ষ

①
～
③
は

必
須

４
年
度
概
算
要
求
額
：
3
1
.7
億
円

（
３
年
度
予
算
額
：
1
3
.0
億
円
）
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内
閣
府
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
対
策
関
連
施
策

子
供
・
若
者
支
援
に
当
た
る
人
材
の
養
成

R
４
概
算
要
求
額
0
.3
億
円
（
R
3
予
算
額
0
.3
億
円
）

子
供
・
若
者
支
援
体
制
の
整
備
推
進

R
４
概
算
要
求
額
0
.5
億
円
（
R
３
予
算
額
0
.5
億
円
）

ひ
き
こ
も
り
な
ど
困
難
な
状
態
に
あ
る
子
供
・
若
者
に
対
し
、

地
域
に
お
け
る
様
々
な
機
関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て

支
援
す
る
「
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
」
、
子
供
・

若
者
の
育
成
支
援
に
関
す
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
応
じ

る
「
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
設
置
加
速
及
び
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
研
修
・
会
合
の
開
催
、
好
事
例
の
提
供

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
地
の
協
議
会
・
セ
ン
タ
ー
間

の
連
携
に
よ
る
全
国
的
な
共
助
体
制
を
構
築
。

子
供
・
若
者
総
合
調
査

R
４
概
算
要
求
額
0
.6
億
円
（
新
規
）

子
供
・
若
者
育
成
支
援
の
た
め
の
地
域
連
携
推
進

R
４
概
算
要
求
額
0
.2
億
円
（
R
3
予
算
額
0
.4
億
円
）

ひ
き
こ
も
り
な
ど
困
難
な
状
態
に
あ
る
子
供
・
若
者
の
支

援
に
当
た
る
専
門
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
支
援
）
や
相
談
業
務
に
関

す
る
研
修
を
実
施
。

地
域
に
お
い
て
子
供
・
若
者
の
育
成
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
官
民
の
関
係
者
（
若
者
を
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
等
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
推
進
す

る
た
め
、
研
修
を
実
施
。

子
供
・
若
者
に
対
し
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
行
動
面
と
、
自

己
肯
定
感
や
居
場
所
に
関
す
る
認
識
な
ど
意
識
面
の
調
査

を
あ
わ
せ
て
実
施
。

そ
の
際
、
子
供
・
若
者
世
代
の
特
性
や
問
題
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
中
高
年
世
代
に
も
同
様
の
調
査
を
行
い
、
そ

れ
ら
の
結
果
を
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ビ

デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
の
施
策
の
改
善
等
に
資
す
る
。

R
４
概
算
要
求
額
1
.6
億
円
（
R
3
予
算
額
1
.1
億
円
）

子
ど
も
・
若
者
支
援

地
域
協
議
会

子
ど
も
・
若
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

〔
雇
用
〕

職
業
的
自
立
・
就
業
支
援

〔
福
祉
〕

生
活
環
境
改
善

〔
保
健
、
医
療
〕

医
療
及
び
療
養
支
援

〔
教
育
〕

修
学
支
援

保
護
観
察
所
、

少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等

教
育
委
員
会
、
教
育

セ
ン
タ
ー
、
学
校
等

福
祉
事
務
所
、
児
童

相
談
所
、
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
等

保
健
所
、
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等

公
益
法
人
、
N
P
O

学
識
経
験
者
等

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
職
業

訓
練
機
関
等

〔
矯
正
、
更
生
保
護
等
〕

心
理
相
談
等

調
整
機
関
：
青
少
年
担
当
部
局
等

指
定
支
援
機
関
：
民
間
支
援
団
体

  ॑ થ घ ॊ   ؞   ಉ

相
談

支
援
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国

交
付

（
定
額
、
1/
2又
は
1/
3）

都 道 府 県

１
．
地
方
消
費
者
行
政
強
化
事
業
＜
原
則
１
／
２
補
助
＞

○
重
点
事
業

①
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
自
治
体
連
携
を
活
用
し
た
体
制
強
化

（
テ
レ
ビ
会
議
、
メ
ー
ル
、
S
N
S
等
に
よ
る
相
談
受
付
等
に
必
要
な
経
費
、
広
域
連
携
の

立
ち
上
げ
費
用
や
他
市
町
村
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
に
必
要
な
謝
金
・
旅
費
等
を
補
助
）

②
消
費
生
活
相
談
員
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
に
よ
る
相
談
機
能
の
維
持
・充
実

（
指
定
消
費
生
活
相
談
員
・
主
任
相
談
員
の
活
動
費
、
相
談
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
取
組
、

デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
対
応
力
強
化
、
専
門
家
派
遣
に
必
要
な
経
費
を
補
助
）

③
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
へ
の
地
域
の
見
守
り
力
の
強
化
等

（
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
消
費
者
へ
の
支
援
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者

の
見
守
り
活
動
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
取
組
等
に
必
要
な
経
費
を
補
助
）

（
１
）
重
要
消
費
者
政
策
に
対
応
す
る
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強
化

①
情
報
化
の
推
進

②
自
治
体
連
携
の
促
進
に
よ
る
相
談
体
制
の
維
持
・充
実

③
配
慮
を
要
す
る
消
費
者
（
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
等
）
に
対
す
る
相
談
・
見
守
り
体

制
の
整
備
・
運
用

④
消
費
者
教
育
・啓
発
へ
の
取
組

⑤
S
D
G
ｓ
へ
の
取
組
（
エ
シ
カ
ル
消
費
、
消
費
者
志
向
経
営
、
食
品
ロ
ス
削
減
等
）

⑥
法
執
行
体
制
の
強
化
、
事
業
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
へ
の
取
組

（
２
）
国
の
重
要
政
策
に
係
る
消
費
生
活
相
談
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業

２
．
地
方
消
費
者
行
政
推
進
事
業
＜
定
額
補
助
＞

○
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
質
の
高
い
相
談
・
救
済
を
受
け
ら
れ
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ

れ
る
地
域
体
制
を
全
国
的
に
維
持
・
拡
充
す
る
た
め
に
は
、
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
が
十
分

発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
地
方
に
お
け
る
計
画
的
・
安
定
的
な
取
組
を
財
政
面
か
ら
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
。

○
地
方
消
費
者
行
政
に
お
い
て
は
、
①
消
費
者
の
利
便
性
向
上
、
感
染
症
対
応
、
人
口
減
社
会

へ
の
対
応
を
見
据
え
た
、
相
談
業
務
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
自
治
体
連
携
の
推
進
、
②
消
費
生

活
相
談
員
数
の
大
幅
減
に
対
応
し
た
新
た
な
担
い
手
の
確
保
等
に
よ
る
相
談
機
能
の
維
持
・

充
実
、
③
新
た
な
生
活
様
式
下
で
孤
独
・
孤
立
に
あ
る
消
費
者
に
対
す
る
地
域
の
見
守
り
力
の

強
化
は
喫
緊
の
課
題
。

○
令
和
４
年
度
は
、
地
方
消
費
者
行
政
強
化
交
付
金
を
通
じ
て
、
①
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
自
治
体
連

携
の
活
用
、
②
消
費
生
活
相
談
員
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
、
③
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者

な
ど
へ
の
対
応
、
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
。

○
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
「
強
化
事
業
」
及
び
「
推
進
事
業
」
の
２
つ
の
柱
を
維
持
す
る
。

①
地
方
消
費
者
行
政
強
化
事
業

地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
、
複
数
年
の
計
画
的
な
取
組
を
支
援
。

②
地
方
消
費
者
行
政
推
進
事
業

平
成
２
９
年
度
ま
で
に
「
地
方
消
費
者
行
政
推
進
交
付
金
」
等
を
活
用
し
て
行
っ
て
き
た
消
費

生
活
相
談
体
制
の
整
備
等
の
事
業
に
つ
い
て
引
き
続
き
支
援
。

事
業
概
要
・
目
的
・
必
要
性

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

○
地
方
消
費
者
行
政
の
情
報
化
・
自
治
体
間
連
携
、
相
談
員
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
、
孤

独
・
孤
立
下
に
あ
る
消
費
者
へ
の
対
応
の
強
化
に
よ
り
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
質
の
高
い
相

談
・
救
済
が
受
け
ら
れ
る
地
域
体
制
の
維
持
・
充
実
を
確
保
。

○
国
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
消
費
者
政
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
を
支
援
し
、

地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強
化
を
実
現
。

期
待
さ
れ
る
効
果

市 区 町 村
配
分

申
請

申
請地
方
消
費
者
行
政
強
化
交
付
金
（
消
費
者
庁
地
方
協
力
課
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額
２
８
．
５
億
円
（
令
和
３
年
度
予
算
額

1
8
.5
億
円
）
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○
(
特
定
)適
格
消
費
者
団
体
が
孤
独
孤
立
支
援
NP
O
と
連
携

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
開
催
し
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消

費
者
の
消
費
者
被
害
事
案
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
差
止
請

求
・
被
害
回
復
の
実
施
を
支
援
す
る
。

○
(
特
定
)適
格
消
費
者
団
体
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
（
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
）
し
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
へ
の
啓
発

を
図
る
。

国
適
格
消
費
者
団
体
・

特
定
適
格
消
費
者
団
体
等

【
目
的
・
必
要
性
】

〇
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響
に
よ
り
孤
独
・
孤
立
が
社
会
問
題
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
は
悪
質
な
事
業
者

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

※
マ
ル
チ
商
法
雑
誌
が
孤
独
・
孤
立
し
た
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
特
集

〇
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
は
、
情
報
等
の
格
差
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
周
り
に
相
談
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
、
一
般

消
費
者
に
比
べ
て
被
害
に
遭
い
や
す
く
、
自
ら
に
よ
る
被
害
の

回
復
も
困
難
。

〇
そ
の
た
め
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
の
被
害
の
防
止
や
回

復
を
図
る
に
は
、
孤
独
・
孤
立
し
た
消
費
者
へ
の
重
点
的
な
対

応
が
必
要
。

【
概
要
】

〇
孤
独
・
孤
立
を
支
援
す
る
N
P
O
と
連
携
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
会
を
実
施
し
、
孤
独
・
孤
立
に
起
因
し
た
消
費
者
被
害
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被
害
の
防
止
・
回
復
を
図
る
。

○
孤
独
・
孤
立
に
起
因
し
た
消
費
者
被
害
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）
す
る
こ
と
で
、
孤
独
・
孤
立

し
た
消
費
者
へ
の
啓
発
を
図
る
。

孤
独
・
孤
立
に
起
因
す
る
消
費
者
被
害
の
防
止
・
回
復
促
進
事
業
（
消
費
者
庁
消
費
者
制
度
課
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額
６
０
百
万
円
（
新
規
）

事
業
概
要
・
目
的
・
必
要
性

事
業
イ
メ
ー
ジ

資
金
の
流
れ

○
支
援
の
手
が
届
き
に
く
い
現
状
に
あ
る
、
孤
独
・
孤
立
し

た
消
費
者
の
消
費
者
被
害
の
防
止
・
回
復
を
促
進
で
き
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

委
託

※
事
業
者
の
不
当
行
為
の
差
止
を
請
求
で
き
る
特
別
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
（
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
、
全
国
２
１
団
体
）

特
に
認
定
さ
れ
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
は
、
集
団
的
な
被
害
を
回
復
す
る
裁
判
も
可
能
（
全
国
３
団
体
）

（
特
定
）
適
格

消
費
者
団
体

孤
独
・
孤
立
し
た

消
費
者

悪
質
な
事
業
者

孤
独
・
孤
立
し
た
消
費

者
を
狙
っ
た
不
当
行
為

（
勧
誘
・
不
当
条
項
等
）

③
不
当
行
為
の
差
止
・

集
団
的
な
被
害
回
復

（
裁
判
も
可
能
）

①
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
た
啓
発

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
）

孤
独
孤
立
支
援

N
P
O

連
携
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不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

2.
4億
円

（
前
年
度
予
算
額

1.
9億
円
）

【背
景
】
○
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
７
年
連
続
増
加
（
令
和
元
年
度
の
小
・中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約
１
８
万
１
千
人
）

○
平
成
２
８
年
１
２
月
７
日
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し、
同
法
第
７
条
を
踏
ま
え
、

平
成
２
９
年
３
月
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」を
策
定

⇒
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確
保
が
重
要

都
道
府
県

政
令
指
定
都
市

実
施

主
体

国
１
/３

都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
２
/３

補
助

割
合

謝
金
、旅
費
、報
酬
、期
末
手
当
、交
通
費
等

補
助
対
象

経
費

■
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経
費
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

22
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

私
立
学
校
に
お
け
る
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
や
ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
等
の
活
用
に
よ
る
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
教
育
機
会
の
確
保
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県

３
．
補
助
率

１
／
２

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
取
り組
む
私
立
学
校
へ
の
支
援

（
関
連
施
策
）

■
学
力
向
上
を
目
的
とし
た
学
校
教
育
活
動
支
援
令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

46
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

い
じめ
・不
登
校
等
へ
の
対
応
の
た
め
、教
師
に
加
え
て
多
様
な
支
援
ス
タッ
フが
学
校
の
教
育
活
動
に
参

画
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・指
定
都
市
（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

支
援
ス
タ
ッフ
の
配
置

（
関
連
施
策
）

■
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
活
用
事
業
・ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
活
用
事
業

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

98
億
円

１
．
事
業
内
容

ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
や
ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
の
配
置
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
整
備
に
要
す

る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者
都
道
府
県
・指
定
都
市
（
SS
W
の
み
中
核
市
も
対
象
、市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

（
関
連
施
策
）

事
業
概
要

《
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
に
係
る
関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
整
備
》

◆
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
の
設
置

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
を中
核
とし
た
教
育
委
員
会

等
と関
係
機
関
、フ
リー
ス
クー
ル
等
の
民
間
団
体
等

の
連
携
に
よ
り、
関
係
機
関
等
が
定
期
的
に
不
登
校

児
童
生
徒
の
支
援
の
在
り方
に
つ
い
て
協
議
を行
う、

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
を設
置
。

◆
関
係
機
関
との
連
携
を
支
援
す
る
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
配
置

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
関
す
る
窓
口
とし
て
、関
係
機
関
間
の
連
絡
調
整
、

支
援
に
関
す
る
学
校
へ
の
指
導
・助
言
等
を実
施
す
る
コー
デ
ィネ
ー
ター
等
を配
置
。

◆
教
職
員
研
修
会
や
保
護
者
学
習
会
等
の
実
施

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、フ
リー
ス
クー
ル
等
の
民
間

団
体
と連
携
す
る
な
どし
て
、教
職
員
向
け
の
研
修
会
や
不
登
校
児
童
生
徒
を抱
え
る
保
護
者

向
け
学
習
会
等
を
実
施
（
実
施
回
数
を拡
充
）
。

《
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
推
進
》

ア
ウト
リー
チ
型
支
援
等
の
実
施

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
に
通
うこ
とが
困
難
な
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
して
、家
庭
訪
問
等

を
通
じて
の
相
談
、学
習
支
援
等
を行
う支
援
員
や
、不
登
校
児
童
生
徒
の
ア
セ
ス
メン
ト、

学
習
指
導
、保
護
者
や
学
校
の
教
職
員
へ
の
コン
サ
ル
テ
ー
シ
ョン
等
を行
う人
材
を配
置

し、
広
域
的
な
支
援
体
制
を
整
備
（
支
援
員
の
拡
充
）
。

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
等
を中
核
とし
た
支
援
ネ
ット
ワ
ー
クの
整
備

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
・支
援
体
制
の
強
化
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ここ
ろ
の
健
康
づ
くり
対
策
事
業

近
年
の
社
会
生
活
環
境
の
複
雑
化
に
伴
い
、多
様
な
精
神
的
ス
トレ
ス
が
増
加
す
る
な
か
、犯
罪
・災
害
な
どの
被
害
者
とな
る
こと
で
生
ず
る
PT
SD
（
心
的
外
傷
後
ス
トレ
ス
障

害
）
や
、ひ
き
こも
り、
家
庭
内
暴
力
、不
登
校
な
どに
陥
って
い
る
児
童
思
春
期
な
どに
対
す
る
精
神
保
健
福
祉
活
動
の
充
実
を
推
進
して
い
くた
め
、教
育
・福
祉
・医
療
な
どの
業

務
従
事
者
に
対
し、
養
成
研
修
等
を
実
施
し、
も
って
、こ
ころ
の
健
康
づ
くり
対
策
に
関
す
る
資
質
の
向
上
を
図
る
こと
を
目
的
とす
る
。

目
的

【研
修
内
容
】

・ト
ラウ
マ
とP
TS
D
、P
TS
D
の
治
療
、災
害
時
の
心
理
的
応
急
処
置
、子
ども
の
トラ
ウ
マ

・P
TS
D
の
診
断
・治
療
・ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
ク、
PT
SD
の
心
理
療
法
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク）

・犯
罪
・性
犯
罪
被
害
者
の
対
応
な
ど

【実
施
主
体
】

国
に
よ
る
公
募
（
民
間
団
体
）
※
補
助
率
：
定
額

対
象

医
師
、看
護
師
、保
健
師
、精
神
保
健
福
祉
士
、

公
認
心
理
師
等

【研
修
内
容
】

・児
童
思
春
期
精
神
保
健
の
網
羅
的
な
系
統
講
義
、グ
ル
ー
プ
デ
ィス
カッ
シ
ョン
等

の
実
践
的
研
修

・「
ひ
き
こも
りの
評
価
・支
援
に
関
す
る
ガ
イド
ライ
ン」
に
つ
い
て
の
全
般
的
研
修 な
ど

【実
施
主
体
】

国
に
よ
る
公
募
（
民
間
団
体
）
※
補
助
率
：
定
額

②
思
春
期
精
神
保
健
研
修

①
PT
SD
対
策
専
門
研
修

対
象

医
師
、看
護
師
、保
健
師
、精
神
保
健
福
祉
士
、

公
認
心
理
師
、社
会
福
祉
士
、児
童
指
導
員
等

【実
施
内
容
】

自
然
災
害
、犯
罪
被
害
、事
故
、新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
等
の
感
染
症
等
に
起

因
した
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
・技
術
等
を
習
得
す
る
た
め
の

研
修
を
実
施
。

【実
施
主
体
】

国
に
よ
る
公
募
（
民
間
団
体
）
※
補
助
率
：
定
額

対
象

精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心
理
師
、保
健
師
等

③
心
の
ケ
ア
相
談
研
修

【実
施
内
容
】

都
道
府
県
、指
定
都
市
に
お
け
る
自
然
災
害
、犯
罪
被
害
、事
故
、新
型
コロ

ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
等
の
感
染
症
等
に
起
因
した
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
相
談
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、③
の
「心
の
ケ
ア
相
談
研
修
」を
受
講
した
精
神
保
健
福
祉
士
、

公
認
心
理
師
等
が
中
心
に
な
って
、研
修
を
実
施
。

【実
施
主
体
】

都
道
府
県
、指
定
都
市

※
補
助
率
：
１
／
２

対
象

地
域
の
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心
理
師
、保
健
師
等

④
心
の
ケ
ア
相
談
地
方
研
修

※
令
和
３
年
度
～

※
令
和
３
年
度
～

令
和
３
年
度
予
算
額

令
和
４
年
度
要
求
額

2
0
,4
0
0
千
円

→
2
0
,4
0
0
千
円

12



地
域
若
者
サ
ポ
ー
トス
テ
ー
シ
ョン
事
業

○
若
年
無
業
者
（
ニー
ト※
１
）
に
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
を
加
え
た
無
業
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り、
令
和
２
年
に
お
い
て
は
13
4万
人
に
達
して
い
る
。

○
これ
らの
者
の
就
労
を
支
援
す
る
こと
は
、若
者
等
の
可
能
性
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く、
将
来
生
活
保
護
に
陥
る
リス
クを
未
然
に
防
止
し、
経
済
的
に
自
立
させ
、地
域
社
会
の
支
え
手
とす
る
とと
も
に
、我
が
国
の
産
業
の

担
い
手
を
育
て
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

○
その
た
め
、若
年
無
業
者
等
が
充
実
した
職
業
生
活
を
送
り、
我
が
国
の
将
来
を
支
え
る
人
材
とな
る
よ
う「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
トス
テ
ー
シ
ョン
」（
※
２
）
に
お
い
て
、地
方
自
治
体
と協
働
し（
※
３
）
、

職
業
的
自
立
に
向
け
た
専
門
的
相
談
支
援
、高
等
学
校
・福
祉
機
関
等
へ
の
ア
ウト
リー
チ
相
談
、就
職
後
の
定
着
・ス
テ
ップ
ア
ップ
支
援
、若
年
無
業
者
等
集
中
訓
練
プ
ログ
ラム
等
を
実
施
す
る
。

【サ
ポ
ス
テ
の
実
績
】

～
若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
～

※
１
15
～
34
歳
で
、非
労
働
力
人
口
の
うち
、家
事
も
通
学
も
して
い
な
い
者

※
２
H1
8年
度
～
。若
者
支
援
の
実
績
・ノ
ウハ
ウの
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
実
施
。1
5～
49
歳
対
象
※
３
地
方
自
治
体
か
ら予
算
措
置
等

＊
平
成
27
年
度
よ
り、
「就
職
者
」に
つ
い
て
雇
用
保
険
被
保
険
者
に
な
り得
る
就
職
者
に
限
定
、さ
らに

平
成
29
年
度
よ
り、
雇
用
保
険
被
保
険
就
職
で
あ
る
こと
を
書
類
に
よ
り確
認
で
き
る
場
合
に
限
定

＊
平
成
30
年
度
よ
り、
「就
職
等
」と
し、
雇
用
保
険
被
保
険
者
とな
る
こと
が
見
込
ま
れ
る
就
職
及
び
公

的
職
業
訓
練
ス
キ
ー
ム
へ
の
移
行
も
含
め
て
評
価

16
0

16
0

16
0

17
3

17
5

17
7

17
7

17
7

52
.3

%
57

.2
%

61
.9

%

55
.4

%

62
.1

%
67

.0
%

61
.7

%

30
.0

%

35
.0

%

40
.0

%

45
.0

%

50
.0

%

55
.0

%

60
.0

%

65
.0

%

70
.0

%

15
0

15
5

16
0

16
5

17
0

17
5

18
0

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3

設
置
箇
所
数

就
職
率
（
就
職

(等
)者
数
／
登
録
…

令
和
４
年
度
要
求
額

4,
67
4,
14
7（
5,
16
7,
11
0）
千
円

うち
就
職
等
者
数
(人
)

10
,2
94

9,
75
8

15
,8
22

61
.7
%

43
5,
46
8

24
2,
56
8

12
6,
64
1

令
和
２
年
度
地
域
若
者
サ
ポ
ー
トス
テ
ー
シ
ョン
事
業
の
実
績

進
路
決
定
者
数
(人
)

登
録
者
数
(人
)
就
職
等
率
(％
)

総
利
用
件
数
(件
)
相
談
件
数
(件
)

セ
ミナ
ー
等

参
加
者
数
(人
)

1

地
域
若
者
サ
ポ
ー
トス
テ
ー
シ
ョン
事
業

○
サ
ポ
ス
テ
相
談
支
援
事
業

・職
業
的
自
立
に
向
け
て
の
専
門
的
相
談
支
援
（
個
別
相
談
・プ
ログ
ラム
等
）

・高
校
中
退
者
等
の
ニー
ズ
に
応
じた
ア
ウト
リー
チ
型
の
相
談

・福
祉
機
関
等
へ
の
ア
ウト
リー
チ
展
開

・O
JT
とO
ff-
JT
を
組
み
合
わ
せ
た
職
場
体
験
プ
ログ
ラム

・就
職
した
者
へ
の
定
着
・ス
テ
ップ
ア
ップ
相
談

○
若
年
無
業
者
等
集
中
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

就
職
活
動
や
職
業
生
活
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・能
力
の
獲
得
に
向
け
た

合
宿
形
式
を
含
め
た
集
中
的
な
訓
練
（
一
部
の
サ
ポ
ス
テ
で
実
施
）

ハ
ロー
ワ
ー
ク

就
労
に
向
け
た
支
援

若
者
自
立
支
援
中
央
セ
ンタ
ー
（
全
国
１
か
所
）

サ
ポ
ス
テ
ス
タッ
フ研
修
、調
査
・研
究
、情
報
収
集
・提
供
、
等

氷
河
期
世
代
無
業
者
一
元
案
内
・相
談
機
能
（
サ
ポ
ス
テ
・プ
ラス
・ナ
ビ）

サ
ポ
ス
テ
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
支
援
機
能
の
強
化

高
校
等
教
育
機
関

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
1
7
7
箇
所

※
う
ち
3
4
箇
所
は
常
設
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
設
置

保
健
・福
祉
機
関

・他
の
支
援
機
関
との
連
携
・リ
ファ
ー

・高
校
等
か
らの
支
援
対
象
者
に
係
る
情
報
提
供

サ
ポ
ス
テ
の
支
援
が
な
い
と求
職
活
動
を
行
うの
は
困
難
な
ケ
ー
ス

地 方 自 治 体 地
域
社
会

自
治
会
、町
内
会
等

商
工
会
・商
店
街

企
業

（
職
場
体
験
先
）

職
業
相
談
・紹
介 公
民
館

NP
O
等

就 職 （ 職 業 訓 練 等 の 進 路 決 定 ）

・ オ ン ラ イ ン 相 談 の 環 境 整 備

・ 就 職 氷 河 期 世 代 に 対 す る 複 数 年 度 に 跨 が っ た 支 援

（ 国 庫 債 務 負 担 行 為 ）
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

農
福
連
携
対
策

【令
和
４
年
度
予
算
概
算
要
求
額
10
,2
15
（
9,
80
5）
百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト＞

農
福
・林
福
・水
福
連
携
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、障
害
者
等
の
農
林
水
産
業
に
関
す
る
技
術
習
得
、障
害
者
等
の
雇
用
・就
労
に
配
慮
した
生
産
・加
工
・販
売
施
設
の
整
備
、

全
国
的
な
展
開
に
向
け
た
普
及
啓
発
、現
場
の
課
題
に
即
した
都
道
府
県
の
取
組
、多
世
代
・多
属
性
の
交
流
・参
加
の
場
とな
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
の
開
設
等
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
福
連
携
に
取
り組
む
主
体
を
新
た
に
創
出
（
3,
00
0件
［
令
和
６
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
福
連
携
支
援
事
業

障
害
者
等
の
農
林
水
産
業
に
関
す
る
技
術
習
得
や
作
業
工
程
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
等
を
支
援
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
：
２
年
間
、
交
付
率
：
定
額
（
上
限

15
0万
円
等
）
】

２
．
農
福
連
携
整
備
事
業

障
害
者
等
の
作
業
に
配
慮
し
た
生
産
施
設
や
安
全
・
衛
生
面
に
か
か
る
附
帯
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
：
最
大
２
年
間
、
交
付
率
：

1/
2（
上
限

1,
00

0万
円
、

2,
50

0万
円
等
）
】

３
．
普
及
啓
発
等
推
進
対
策
事
業

農
福
・
林
福
・
水
福
連
携
の
全
国
的
な
横
展
開
に
向
け
た
取
組
、
農
福
・
林
福
・
水
福
連
携
の
定
着
に
向
け
た
専

門
人
材
の
育
成
、
農
林
漁
業
者
や
福
祉
事
業
者
等
か
ら
な
る
現
場
レ
ベ
ル
の
推
進
体
制
の
強
化
等
を
支
援
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
：
１
年
間
、
交
付
率
：
定
額
（
上
限

50
0万
円
等
）
】

４
．
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
導
入
事
業

多
世
代
、
多
属
性
の
人
々
が
農
業
を
通
じ
た
交
流
・
参
加
の
場
と
し
て
利
用
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
癒
し
の
提
供

等
の
効
果
も
た
ら
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
園
の
試
行
運
用
及
び
開
設
に
必
要
な
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
：
２
年
間
、
交
付
率
：
定
額
（
上
限

15
0万
円
）
、

1/
2（
上
限

1,
00

0万
円
）
】

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
都
市
農
村
交
流
課
（
03
-3
50
2-
00
33
）

国
（
３
の
事
業
）

民
間
企
業
、都
道
府
県
等

定
額

・強
い
農
業
づ
くり
総
合
支
援
交
付
金

・林
業
・木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策

・水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

等

（
関
連
事
業
）
優
先
採
択
等
の
優
遇
措
置
を
実
施

農
業
生
産
施
設

（
水
耕
栽
培
ハ
ウス
）

処
理
加
工
施
設

養
殖
施
設

苗
木
生
産
施
設

園
地
、園
路
整
備

休
憩
所

体
験
農
園
の
管
理

農
産
加
工
の
実
践
研
修

養
殖
籠
補
修
・木
工
技
術
習
得

作
業
マ
ニュ
ア
ル
作
成

人
材
育
成
研
修

優
良
事
例
の
表
彰

推
進
体
制
の
強
化

都
道
府
県

市
町
村

農
林
漁
業
者
、関
係
団
体

福
祉
事
業
者
、

福
祉
関
係
団
体

有
識
者

（
１
、２
の
事
業
）

農
業
法
人
、社
会
福
祉
法
人
、民
間
企
業
等

定
額
、1
/2

（
４
の
事
業
）

都
道
府
県
、市
町
村
、民
間
企
業
等

定
額
、1
/2
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別添２

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
先
進
的
に
取
り
組
む
自
治
体
の
事
例
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３
．

生
徒

が
G

W
明

け
か

ら
登

校
で

き
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

市
の

発
達

支
援

部
局

が
本

人
と

の
面

談
を

実
施

。
担

任
、

保
護

者
に

情
報

を
共

有
。

４
．

高
校

と
市

の
発

達
支

援
部

局
が

協
力

し
て

、
高

校
で

の
生

徒
の

様
子

等
を

資
料

に
ま

と
め

、
市

の
発

達
支

援
部

局
か

ら
医

療
機

関
に

つ
な

い
だ

結
果

、
医

療
機

関
で

診
断

を
受

け
、

治
療

が
開

始
。

5
．

市
の

発
達

支
援

部
局

、
保

護
者

、
学

校
の

３
者

で
ケ

ー
ス

会
議

を
実

施
し

、
家

庭
と

学
校

で
で

き
る

取
組

を
確

認
。

※
そ

の
後

、
県

教
育

委
員

会
と

市
の

発
達

支
援

部
局

の
関

係
性

が
構

築
さ

れ
、

市
の

発
達

支
援

部
局

が
講

師
と

な
っ

て
、

高
校

教
員

に
対

す
る

「
合

理
的

配
慮

」
に

係
る

研
修

会
を

実
施

。

【
協
定
締
結
自
治
体
に
お
け
る
実
際
の
支
援
事
例
】

1
．

令
和

３
年

４
月

に
高

校
に

進
学

し
た

生
徒

に
つ

い
て

、
高

校
か

ら
市

の
発

達
支

援
部

局
に

対
し

て
協

定
に

基
づ

く
連

携
の

申
し

入
れ

。

２
．

市
の

発
達

支
援

部
局

が
学

校
を

訪
問

し
情

報
共

有
。

教
育
分
野
と
福
祉
分
野
の
連
携
–
滋
賀
県
–

連
携

を
き

っ
か

け
に

、
高
校

（
県

教
育

委
員

会
）
と
市
の
福
祉
部
局
の
関
係
が
構
築

さ
れ

る
。

高
校

に
、
福
祉
的
支
援
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
が
広
が
る
き
っ
か
け
に

な
っ

た
。

〈
ポ
イ
ン
ト
〉
県
と
市
町
の
福
祉
部
局
と
教
育
部
局
を
結
ぶ
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
学
校
内
で
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
、
双
方
の
部
局
の
連
携
の
も
と
、
早
期
に
適
切
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

h

滋
賀
県
「
令
和
２
年
度
滋
賀
県
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

」

◆
ひ

き
こ

も
り

推
計

数
：

約
1
万

３
千

人
(若

年
層

：
約

６
千

人
、

中
高

年
層

：
約

７
千

人
)

全
人

口
に

占
め

る
割

合
は

0
.9

％

◆
支

援
を

必
要

と
す

る
方

の
う

ち
、

不
登

校
の

経
験

は
約
6
割

に
み

ら
れ

、
傷

つ
き

体
験

（
い

じ
め

被
害

、
虐

待
）

は
約
３
割

に
み

ら
れ

た
。

◆
何

ら
か

の
精

神
疾

患
が

あ
る

方
は
約
４
割

、
発

達
特

性
の

指
摘

を
受

け
た

こ
と

が
あ

る
方

は
約
３
割

を
占

め
る

。

【
滋
賀
県
概
要
】

人
口

：
1
,4

1
8
,8

8
6
人

(R
3
.１

.１
時

点
)

自
治

体
数

：
1
3
市

６
町

ポ
イ
ン
ト

(相
互
理
解
の
促
進

)

【
学

校
で

の
支

援
フ

ロ
ー

】
連
携
し
た
い
が
･･
･

協
定

の
お

か
げ

で
、

学
校

側
が
県
や
市
町
に
協
力
を

求
め
や
す
く
な
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト

(連
携
を
容
易
に

)

１
．

県
立

学
校

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

不
登

校
事

案
な

ど
の

対
応

が
必

要
な

事
案

が
発

生

２
.
必

要
に

応
じ

て
市

町
立

学
校

(出
身

校
)、

市
町

福
祉

部
局

、
県

福
祉

部
局

等
の

関
係

機
関

へ
連

絡

３
．

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

で
情

報
共

有
や

ケ
ー

ス
会

議
を

実
施

4
．

関
係

機
関

が
連

携
し

た
支

援
を

実
施

連
携

高
校

情
報

共
有

・
ケ

ー
ス

会
議

支
援

学
校

外
へ

の
連

携
に

壁

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
係
る
県
と
市
町
の
連
携
協
定

協
定

締
結

市
町

小
中

学
校

県
庁

こ れ ま で は 学 校 内 の

支 援 に 留 ま る 場 合 も

県
立

学
校

へ
進

学
し

た
児

童
生

徒
の

う
ち

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

者
が

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

市
町

・
市

町
教

育
委

員
会

・
県

・
県

教
育

委
員

会
の

四
者

で
協

定
を

締
結

し
、
県
と
市
町
、
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
の
枠
を
超
え
て

、
支

援
を

必
要

と
す

る
児
童

生
徒
の
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
た
支
援
を
行
う
取
組
。

令
和

３
年

４
月

に
運

用
開

始
。

(支
援
対
象
者
)

・
不

登
校

お
よ

び
不

登
校

傾
向

に
あ

る
者

・
発

達
障

害
等

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
者

・
中

途
退

学
お

よ
び

転
学

等
が

心
配

さ
れ

る
者

・
そ

の
他

、
児

童
生

徒
の

健
全

育
成

お
よ

び
将

来
の

社
会

的
自

立
の

た
め

に
連

携
し

た
支

援
を

要
す

る
と

認
め

ら
れ

る
者

(令
和
３
年
度
の
実
施
市
町
)

1
4
市
町
(全
市
町
数
1
9
)

【
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
係
る
県
と
市
町
の
連
携
協
定
】

市
町

か
ら

、
早

期
支

援
の

た
め

高
校

と
連

携
し

た
い

と
の

要
望

を
受

け
、
県
庁
が
主
導
し
て
枠
組
み
を
検
討

。
県

福
祉

部
局

か
ら

市
町

福
祉

部
局

へ
、

県
教

育
委

員
会

か
ら

市
町

教
育

委
員

会
へ

、
説

明
を

重
ね

、
広
域
で
の
取
組
を
実
現

。

協
定

の
お

か
げ

で
情

報
共

有
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、
県
と
市
町
、
教
育
と
福
祉
の
連

携
が
し
や
す
く
な
っ
た

。

ポ
イ
ン
ト

(ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有

)

市
町

福
祉

部
局

県
立

高
校

市
町

立
小

中
学

校
〔

出
身

校
)

県
福

祉
部

局

保
護

者
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基
礎
自
治
体
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取
組
–
岡
山
県
総
社
市
–

〈
ポ
イ
ン
ト
〉
総
社
市
で
は
「
ひ
き
こ
も
り
」
を
地
域
社
会
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
市
事
業
と
し
て
積
極
的
な

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
展
開
。
（
総
社
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
）

【
総
社
市
概
要
】

人
口

：
6
9
,7

0
0
人

(R
3
.7

.１
時

点
)

ひ
き

こ
も

り
支

援
等

検
討

委
員

会
（

運
用

・
計

画
審

議
等

）

検
討

委
員

会
開

始

民
生

委
員

・
福

祉
委

員
向

け
研

修
会

セ
ン

タ
ー

事
業

運
用

実
態

把
握

か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
分

析

ひ
き

こ
も

り
支

援
等

検
討

委
員

会
に

よ
る

検
討

（
セ

ン
タ

ー
設

置
に

向
け

て
準

備
）

市
内

１
７

全
地

区
で

ひ
き

こ
も

り
支

援
地

区
懇

談
会

を
実

施
し

支
援

対
象

者
の

実
態

把
握

H2
7.

8～
H2

8.
9

H2
8.

10
～

H2
9.

3
ひ

き
こ

も
り

支
援

セ
ン

タ
ー

「
ワ

ン
タ

ッ
チ

」
設

置

ひ
き

こ
も

り
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ワ
ン

タ
ッ

チ
」

設
置

と
運

用
の

プ
ロ

セ
ス H2

9.
4～

■
事
業
（
委
託
）
内
容

①
相

談
支

援
窓

口
（

ワ
ン

タ
ッ

チ
運

営
）

、
②

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
、

③
居

場
所

づ
く

り
（

ほ
っ

と
タ

ッ
チ

，
ほ

っ
と

タ
ッ

チ
ぽ

え
む

運
営

）
、

④
実

態
把

握
、

⑤
社

会
参

加
・

就
労

へ
の

支
援

（
社

会
福

祉
士

等
専

門
職

2
名

に
よ

る
支

援
）

、
⑥

関
係

機
関

と
の

連
携

■
委
託
費

Ｒ
3
年

度
：

1
9
,3

6
7
千

円
（

国
事

業
ひ

き
こ

も
り

支
援

推
進

事
業

5
,0

0
0
千

円
，

単
市

1
4
,3

6
7
千

円
）

（
委
託
費
の
主
な
内
訳
）

・
人

件
費

（
職

員
1
.5

+
臨

時
1
）

…
 約

1
0
,0

0
0
千

円
・

居
場

所
の

運
営

費
（

借
家

借
上

料
，

光
熱

水
費

等
）

…
 約

4
,3

0
0
千

円
／

2
ヵ

所
・

検
討

委
員

会
委

員
報

酬
，

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
等

講
師

謝
礼

，
サ

ポ
ー

タ
ー

活
動

費
等

…
 約

1
,0

0
0
千

円

支
援
事
例

5
0
代

後
半

の
男

性

（
支
援
前
の
状
態
）

離
職

・
転

職
を

繰
り

返
し

、
対

人
関

係
か

ら
退

職
。

約
４

年
間

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

。
（
支
援
内
容
）

セ
ン

タ
ー

職
員

が
週

１
回

の
自

宅
訪

問
を

繰
り

返
し

て
相

談
支

援
を

実
施

。
少

し
ず

つ
、

セ
ン

タ
ー

職
員

ら
と

一
緒

に
福

祉
施

設
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
体

験
。

（
結
果
）

そ
の

後
、

セ
ン

タ
ー

職
員

も
同

行
し

な
が

ら
求

職
活

動
を

行
い

、
就

職
。

今
で

は
地

域
の

清
掃

活
動

や
お

祭
り

に
も

参
加

。

障
が

い
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

生
活

困
窮

支
援

セ
ン

タ
ー

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ワ
ン
タ
ッ
チ
」

権
利

擁
護

セ
ン

タ
ー

障
が

い
者

千
五

百
人

雇
用

セ
ン

タ
ー

総
社

市
社

会
福

祉
協

議
会

（
横

断
的

な
総

合
相

談
支

援
体

制
）

ひ
き

こ
も

り
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
計

画
、

推
進

等
に

か
か

る
こ

と
を

一
体

的
に

検
討

ひ
き

こ
も

り
支

援
等

検
討

委
員

会
（

年
2
回

開
催

）

医
師

会

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

保
健

所
生

活
困

窮
支

援
セ

ン
タ

ー
協

議
会

民
生

委
員

・
福

祉
委

員
社

会
福

祉
協

議
会

N
P
O

（
当

事
者

団
体

）

長
寿

介
護

課

健
康

医
療

課

学
校

教
育

課

福
祉

課

市
役

所

常
設
の
居
場
所
「
ほ
っ
と
タ
ッ
チ
」
開
設
（
Ｈ
3
0
.2
）

市
役

所
・

社
会

福
祉

協
議

会
の

そ
ば

の
一

軒
家

を
借

り
上

げ
、

常
設

居
場

所
を

開
設

居
場

所
「

ほ
っ

と
タ

ッ
チ

」
等

で
の

支
援

は
、

専
門

職
に

加
え

、
「

ひ
き

こ
も

り
サ

ポ
ー

タ
ー

」
の

力
を

借
り

て
実

施

家
族
会
「
ほ
っ
と
タ
ッ
チ
の
会
」
設
立
(Ｈ
3
0
.8
)

当
事

者
家

族
を

対
象

に
、

ひ
き

こ
も

り
に

つ
い

て
知

識
理

解
を

深
め

な
が

ら
交

流
を

図
り

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
る

場
を

つ
く

り
、

ひ
き

こ
も

り
家

族
の

「
孤

立
」

を
防

ぐ

「
居

場
所

」
を

活
用

し
、

毎
月

1
回

活
動

。
（

令
和

３
年

６
月

末
時

点
：

1
3
家

族
が

参
加

）

H2
9.

4～
(相

談
支

援
、

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
、

居
場

所
づ

く
り

、
実

態
把

握
、

社
会

参
加

・
就

労
支

援
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
一

体
的

に
実

施
)

２
箇
所
目
の
常
設
の
居
場
所

「
ほ
っ
と
タ
ッ
チ
ぽ
え
む
」
開
設

(Ｒ
３
.４
)

古
民

家
（

一
軒

家
）

を
借

り
上

げ

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
（

R
3
.6

末
の

登
録

者
数

：
7
5
人

）

ひ
き

こ
も

り
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
年

5
回

実
施

（
R

3
は

3
回

）

（
当

事
者

・
家

族
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
が

参
加

）

サ
ポ

ー
タ

ー
定

例
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ

（
活

動
を

共
有

し
新

た
な

発
見

等
に

繋
げ

る
）

【
調

査
方

法
】

地
区

懇
談

会
に

お
い

て
民

生
委

員
・

福
祉

委
員

に
調

査
票

を
配

布
。

担
当

地
区

で
ひ

き
こ

も
り

が
疑

わ
れ

る
者

の
人

数
を

記
載

し
て

も
ら

い
回

収
【

把
握

人
数

】
２
０
７
人

支
援
実
績
（
平
成
2
9
年
４
月
～
令
和
３
年
６
月
）

■
実
相
談
者
数
：
3
5
4
人

（
10

代
：

79
人

、
20

代
：

68
人

、
30

代
：

72
人

、
40

代
：

61
人

、
50

代
：

30
人

、
60

代
以

上
：

18
人

、
不

明
：

26
人

）
＜

主
な

相
談

経
路

＞
・

本
人

に
よ

る
相

談
1
3
2
件

（
対

面
1
1
4
件

、
電

話
1
3
件

、
メ

ー
ル

５
件

）
・

家
族

の
み

に
よ

る
相

談
1
1
8
件

・
民

生
委

員
か

ら
の

相
談

3
8
件

■
延
べ
相
談
件
数
：
1
4
,9
0
7
件

・
訪

問
：

3
,0

0
3
件

・
来

所
：

6
,0

8
6
件

・
電

話
：

4
,9

5
1
件

・
そ

の
他

（
メ

ー
ル

、
手

紙
）

：
8
6
7
件

等
等

こ
の

他
、

運
営

部
会

と
し

て
・

支
援

者
養

成
部

会
・

社
会

参
加

推
進

部
会

・
就

労
支

援
部

会
を

そ
れ

ぞ
れ

年
２

～
３

回
開

催

17



◆
慢

性
的

な
労

働
力

不
足

、
農

業
人

口
の

高
齢

化
※

平
成

2
7
年

度
の

農
業

就
業

人
口

に
占

め
る

6
5

歳
以

上
の

者
の

割
合

･･
･4

5
.3

％

◆
平

成
2
6
年

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

手
意

識
を

持
つ

A
さ

ん
に

、
ハ

ウ
ス

建
設

の
た

め
土

地
の

石
拾

い
の

仕
事

を
依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
毎

日
コ

ツ
コ

ツ
取

り
組

む
こ

と
が

農
家

の
助

け
に

な
り

、
ナ

ス
農

家
に

継
続

し
て

就
労

◆
A

さ
ん

の
就

労
を

き
っ

か
け

に
、

他
の

農
家

に
も

受
入

希
望

が
拡

散

農
業

<
人

材
確

保
・

定
着

を
目

指
し

て
>

農
業
分
野
と
福
祉
分
野
の
連
携
–
高
知
県
安
芸
市
–

障
害

や
１

人
１

人
の

特
性

(個
性

)を
記

載
し

た
履

歴
書

を
作

成
。

県
の

就
労

支
援

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
制

度
に

よ
り

、
受

入
農

家
は

研
修

生
１

人
１

日
に

つ
き

4
,5

0
0
円

を
受

給
。

農
家

と
本

人
の

意
向

に
よ

り
直

接
雇

用
を

行
う

。
一

般
就

労
が

困
難

な
場

合
は

障
害

者
就

労
B
型

事
業

所
「

こ
う

ち
絆

フ
ァ

ー
ム

『
T
E
A
M

あ
き

』
」

に
繋

ぐ
。

年
間

を
通

し
て

就
労

者
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

す
る

た
め

、
ナ

ス
の

農
閑

期
に

は
酪

農
や

ユ
ズ

等
の

他
の

仕
事

を
切

り
出

す
工

夫
。

定
着

に
向

け
た

メ
ン

タ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
、

JA
が

雇
用

す
る

農
業

就
労

サ
ポ

ー
タ

ー
が

定
期

的
に

農
家

を
訪

問
し

、
就

労
者

と
雇

用
主

双
方

を
フ

ォ
ロ

ー
。

【
定
着
に
向
け
た
「
農
・
福
」
双
方
か
ら
の
厚
い
支
援
】

◆
平

成
2
5
年

、
高

知
県

安
芸

地
区

の
自

殺
死

亡
率

の
高

さ
を

契
機

に
、

様
々

な
機

関
が

集
ま

る
自

殺
対

策
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

◆
平

成
2
9
年

、
自

立
支

援
協

議
会

に
就

労
支

援
専

門
部

会
を

設
置

し
ひ

き
こ

も
り

当
事

者
等

の
ケ

ー
ス

検
討

か
ら

課
題

を
抽

出
。

庁
内

横
断

的
に

課
題

を
共

有
・

検
討

す
る

チ
ー

ム
会

議
に

て
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
関

係
部

局
間

の
役

割
・

方
針

を
検

討
。

福
祉

<
農

業
を

就
労

先
の

一
つ

に
>

多
様
な
分
野
の
機
関

が
、

お
互

い
の

機
関

を
理

解
し
相
談
し
協
働
で
き
る
体
制

を
構

築

ポ
イ

ン
ト
（
多
様
な
機
関
の
参
画
）

【
農
福
連
携
の
実
績
（
令
和
３
年
7
月
現
在
）
】

農
福
連
携
高
知
県
サ
ミ
ッ
ト
in
あ
き

農
家

等
の

雇
用

主
等

に
対

し
て

取
組

を
周

知
し

、
さ

ら
な

る
連

携
先

の
農

家
を

開
拓

マ
ッ

チ
ン グ 実 習 契 約 定 着

福 福農 農 農

継
続

し
た

就
労

◆
平

成
３

０
年

５
月

設
置

。
毎

月
１

回
定

例
会

を
開

催
。

メ
ン

バ
ー

：
市

農
林

課
、

市
福

祉
事

務
所

、
安

芸
福

祉
保

健
所

、
JA

高
知

県
、

安
芸

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
サ

ポ
ス

テ
等

就
労

者
及

び
雇

用
主

へ
の

支
援

(多
職

種
間

で
就

労
に

つ
い

て
検

討
し

、
マ

ッ
チ

ン
グ

を
円

滑
に

実
施

)
農

福
連

携
の

課
題

を
抽

出
し

検
討

農
福
連
携
研
究
会
（
事
務
局
：
安
芸
市
農
林
課
）

【
高

知
県

安
芸

市
概

要
】

人
口

：
1
6
,7

1
6
人

(R
3
.3

.3
1
時

点
)

農
業

が
主

要
産

業
※

第
１

次
産

業
が

全
産

業
に

占
め

る
割

合
：

2
7
％

（
2
0
1
5
年

国
勢

調
査

）
※

農
業

就
業

者
が

就
業

者
全

体
に

占
め

る
割

合
：

2
5
％

（
2
0
1
5
年

国
勢

調
査

）
主

な
作

物
：

ナ
ス

、
ピ

ー
マ

ン
、

ユ
ズ

、
水

稲
な

ど

〈
ポ
イ
ン
ト
〉
福
祉
部
局
と
農
業
部
局
の
求
め
る
方
向
性
が
一
致
し
、
密
な
連
携
へ
。

双
方
の
厚
い
理
解
・
支
援
の
も
と
で
、
継
続
し
て
農
業
に
就
労
す
る
方
が
増
加
。

【
就

業
期

間
】

【
年

代
】

【
性

別
】

主
要

産
業

で
あ

る
農

業
を

就
労

先
と

し
て

広
げ

て
い

き
た

い

農
家

の
理

解
を

深
め

て
、

人
材

確
保

・
定

着
に

繋
げ

た
い

福

農
家

等
に

対
し

て
、
生
き
づ
ら

さ
や
障
害
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
研
修
会

を
実

施

ポ
イ

ン
ト

（
雇
用
主
の
理
解
促
進
）

人
事
異
動
が
あ
っ
て
も
組
織
的
に
農

福
連
携
が
進
む
よ
う
、
会
議
を
設
立

し
、

連
携

体
制

を
構

築

ポ
イ

ン
ト
（
組
織
的
な
連
携
体
制
）

双
方
の
理
解
が
、
厚
い
支
援
へ

【
農

福
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

経
緯

】

農
業

だ
け

で
な

く
、

酪
農

や
林

業
、

水
産

業
な

ど
多
様
な
就
労
先
を
開
拓

ポ
イ

ン
ト
（
就
労
先
の
広
が
り
）

◆
主
な
特
性 特
性

従
事
者
数

精
神
障
害

37
名

発
達
障
害

15
名

ひ
き
こ
も
り

20
名

身
体
障
害
（
聴
覚
・
肢
体
）

３
名

知
的
障
害

８
名

難
病

３
名

そ
の
他
（
生
活
困
窮
）

５
名

計
91
名

◆
令
和
３
年
７
月
現
在
就
労
状
況

従
事
先

従
事
者
数

農
家

36
名

JA
高
知
県
（
各
出
荷
場
な
ど
）

11
名

酪
農

２
名

青
の
り
養
殖

４
名

炭
焼
き

２
名

こ
う
ち
絆
フ
ァ
ー
ム

36
名

計
91
名

18



就
労
分
野
と
福
祉
分
野
の
連
携
–
大
阪
府
豊
中
市
–

〈
ポ
イ
ン
ト
〉
一
人
ひ
と
り
抱
え
る
ハ
ー
ド
ル
は
様
々
。
ひ
き
こ
も
り
、
困
窮
者
な
ど
属
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
制
度
、

事
業
を
活
用
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
や
意
欲
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
就
労
支
援
を
実
施
。

【
豊
中
市
概
要
】

人
口

：
4
0
8
,7

3
6
人

(R
3
.4

.１
時

点
)

【
人

口
に

占
め

る
非

労
働

力
人

口
(そ

の
他

)※
の

割
合

】

⇒
H

1
7
か

ら
H

2
7
に

か
け

て
年

々
増

加

【
主

な
連

携
の

イ
メ

ー
ジ

】

連
携

・
ケ

ー
ス

検
討

連
携

・
企

業
開

拓
企
業

連
携

学
校

※
非

労
働

力
人

口
(そ

の
他

)…
通

勤
・

通
学

、
家

事
の

い
ず

れ
も

し
て

い
な

い
人

【
出

典
】

国
勢

調
査

等

【
く
ら
し
支
援
課
が
行
う
就
労
支
援
の
流
れ
・
工
夫
】

・
無

料
職

業
紹

介
事

業
の

実
施

※
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
行

政
と

連
携

し
た

採
用

活
動

に
前

向
き

な
企
業
を
リ
ス
ト
化

。
商
工
会
議
所
と
連
携

し
企

業
開

拓
（

2
0
0
社

～
3
0
0
社

と
関

係
性

を
構

築
）

。
・

一
定

期
間

、
相

談
者

を
雇

用
し

た
企
業
に
対

す
る
支
援
金
制
度

を
導

入
。

・
支

援
を

必
要

と
す

る
方

そ
れ

ぞ
れ

が
抱

え
る
課
題
を
、
丁
寧
に
把
握

。
(家

族
の

生
活

課
題

、
心

身
の

状
況

等
)

企
業

開
拓

・
企

業
が

求
め

る
人

物
像

や
、

相
談

者
の

特
性

(得
意

な
こ

と
、

苦
手

な
状

況
、

配
慮

事
項

等
)を

把
握

し
、

企
業

と
相

談
者

を
引

き
合

わ
せ

、
企
業
見
学
や
就
労
体
験

を
実

施
。

・
そ

の
際

、
く

ら
し

支
援

課
の

就
労

支
援

員
や

企
業

の
担

当
者

等
が

、
様
々
な
観
点
か
ら
相
談
者
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
実

施
。

(例
)

・
企

業
で

発
揮

で
き

る
ス

ト
レ

ン
グ

ス
の

共
有

や
働

く
イ

メ
ー

ジ
（

職
業

観
）

の
醸

成
。

⇐
く

ら
し

支
援

課
の

就
労

支
援

員
・

企
業

で
通

用
す

る
ス

ト
レ

ン
グ

ス
の

評
価

と
、

職
場

や
就

労
上

の
注

意
事

項
の

共
有

。
⇐

企
業

の
担

当
者

就
職

後
、
定
着
に
向

け
た
支
援
を
継
続
。

マ
ッ

チ
ン

グ
・

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
就

職

見
立

て
就

職
に

限
ら

ず
、

障
害

者
手

帳
や

年
金

の
手

続
き

支
援

、
居

場
所

支
援

等
、
状
況
に

応
じ
た
支
援

を
実

施
。

福
祉

的
支

援

【
支
援
事
例
】

中
学

校
・

高
校

は
不

登
校

で
、

集
団

で
の

活
動

経
験

が
少

な
い

方

復
学

支
援

学
習

支
援

豊
中
市
く
ら
し
支
援
課

(困
窮
者
支
援
・
若
者
支
援
・
就
労
支
援
を
所
管
)

豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

民
間
支
援
団
体

(サ
ポ
ス
テ
・
大
阪
府
教
育
庁
学
校
内
居
場
所
事
業
を
受
託
)

相
談
窓
口

職
業

訓
練

・
体

験
実

習

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ

中
間

的
就

労

定
着

支
援

自
立

後
の

見
守

り

医
療

ア
プ

ロ
ー

チ
の

提
供

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

生
活

訓
練

・
居

場
所

の
提

供

生
活
困
窮
者
支
援

若
者
支
援

就
労
支
援
・
無
料
職
業
紹
介

福
祉
的
支
援

職
業

紹
介

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
支

援

サ
ポ
ス
テ

地
域

包
括

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

若
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
困

窮
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

保
健

所
サ

ポ
ス

テ

市
社

協

商
工

会
議

所
民

生
委

員
・

児
童

委
員

市
の

関
係

部
局

（
障

害
・

福
祉

・
就

労
・

人
権

等
）

(マ
ッ
チ
ン
グ
の
工
夫
)

◆
仕
事
と
出
会
お
う
w
it
h
と
よ
な
か

も
の

づ
く

り
企

業
の

協
力

の
も

と
、

セ
ミ

ナ
ー

、
見

学
会

、
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

と
ス

テ
ッ

プ
を

踏
み

、
ミ

ニ
イ

ン
タ

ー
シ

ッ
プ

を
経

て
企

業
と

の
面

接
へ

と
繋

げ
る

。
【

参
加

実
績

】

※
令

和
２

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
の

た
め

中
止

集
団

で
の

作
業

に
参

加

事
業

所
内

体
験

実
習

・
週

２
~

３
日

、
集

団
で

の
作

業
に

参
加

。

・
事

業
所

内
で

の
体

験
実

習
を

通
し

て
、

就
労

へ
の

課
題

を
把

握
し

、
業

務
適

性
を

探
る

。

集
団

の
中

で
働

く
こ

と
が

で
き

る

適
性

が
あ

る
と

見
ら

れ
た

就
職

・
定

着
支

援
・

就
職

後
も

定
着

に
向

け
て

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

。

働
く

こ
と

に
困

難
さ

が
見

ら
れ

た

退
職

支
援

・
再

就
職

支
援

・
本

人
の

受
容

と
希

望
に

基
づ

き
障

害
者

手
帳

の
取

得
を

支
援

し
、

業
務

適
性

と
障

害
へ

の
配

慮
が

あ
る

他
企

業
へ

の
再

就
職

支
援

を
行

う
。

3
か
所
の
相
談
窓
口
(市
く
ら
し
支

援
課
・
市
社
協
・
民
間
支
援
団
体
)

や
市
社
協
の
見
守
り
活
動
等

か
ら

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

を
必

要
と

す
る

方
の

情
報

が
集

ま
る

。

①
多
様
な
支
援
の
入
り
口

支
援

を
必

要
と

す
る

方
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

、
困

窮
者

支
援

や
若

者
支

援
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、
適
切
な
関
係
団
体
か
ら
な
る
ケ
ー
ス
検
討
会

（
含
む
支
援
会
議
）
を
実
施

。

②
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
支
援
の
見
立
て

ケ
ー

ス
検

討
の

結
果

、
就

労
支

援
を

必
要

と
す

る
方

に
つ

い
て

は
、

く
ら

し
支

援
課

や
サ

ポ
ス

テ
が

支
援

を
実

施
。

③
企
業
の
理
解
の
も
と
で
の
細
や
か
な
就
労
支
援

相
談

者
の

状
況

に
応

じ
て

、
支

援
の

方
法

を
見

直
す

な
ど

、
就
労
支
援
や
福
祉
等
、
様
々
な
視
点
か

ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行

う

◆
ポ

イ
ン

ト
(複
眼
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
)

相
談

者
と

企
業
双
方
が
、
面
接
で
は
把
握
で
き
な
い
実
情
を
知
る
こ

と
が
で
き
る

た
め

、
採

用
や

そ
の

後
の

定
着

に
繋

が
り

や
す

い

ポ
イ

ン
ト
(就
労
体
験
の
実
施
)

企
業

く
ら
し
支
援
課
の

相
談
支
援
員

く
ら
し
支
援
課
の

就
労
支
援
員

◆
平

成
2
8
年

度
実

施
「

若
い

世
代

の
生

活
に

関
す

る
調

査
」

豊
中

市
内

在
住

の
満

1
5
歳

か
ら

3
9
歳

ま
で

の
方

か
ら

無
作

為
抽

出
し

て
調

査
1
5
歳

～
3
9
歳

の
ひ

き
こ

も
り

郡
の

推
計

人
数

2
,5

3
0
人

出
現

率
：

1
.6

3
%

(国
調

査
は

1
.5

7
%

)

H3
0

R元
見
学
者

32
39

応
募
対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

26
23

ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者

18
20

応
募
者

20
15

合
格
者

9
9

19


